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	情報活用能力の育成を通して、子どもが主体的に学び続ける授業づくりに取り組んでいます。 子どもたちが疑問をもち、情報を集めて整理し、伝え合う姿や、 学習を自分で調整している姿、その学びの過程をレポートしていきます！
	１年生　生活
	　「クロームブックとなかよしになろう」をテーマに、クロームブックの使い方やルールについて学習しました。「ドラえもんのタケコプターは何のための道具かな？」という話から始まり、「じゃあ、クロームブックは何のための道具かな？」と考えながら学習を進めました。持ち方や置き方、開き方・閉じ方などを、レベルアップ形式で楽しく学んでいました。
	　レベル1からレベル4までのミッションに挑戦しながら、クロームブックの使い方を一つずつ身に付けていきました。説明を聞いた後には、実際に運んだり机に置いたりしてチャレンジ！「できた！」を積み重ねながら、これから安心して使うための準備を進めていきました。
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